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本誌の読者の皆様には、 日常的に工具を手に取

る方も少なくないでしょう。 工作機械のオペレーター、

DIY 愛好家、あるいは製造現場に携わる方にとって、

工具はまさに 「手の延長」 とも言える存在です。

しかし、 独学で身につけた使い方が、 実は非効率

だったり、 思わぬトラブルの原因になっていたりする

ことも少なくありません。 本書は、 単なる製品カタロ

グのような紹介に留まらず、 「なぜその形状なのか」

「なぜそのように動かすのか」 という物理的な原理に

まで踏み込み、 職人の知恵を体系的に伝える実用的

な一冊です。

第 1 章で紹介されているのは、 ドライバ、 スパナ、

レンチなどの 「締緩 （ていかん） 工具」 です。 例え

ば、 スパナの口に 「15 度」 の角度がついている理

由や、 ボルトを締める際の 「座面摩擦」 の影響など、

感覚に頼りがちな部分を数値や図解で解き明かしま

す。 ネジをなめないための 「押し ： 回し＝ 7 ： 3」

の法則など、 現場で即座に役立つ具体的なテクニッ

クが満載です。

続く第 2 章では把握 ・ 切断工具 （ペンチ、 ニッ
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パ、 プライヤ）、 第 3 章では取付具・固定具 （万力、

チャック）、 第 4 章では手仕上げ作業で使用する工

具 （ハンマ、 やすり、 のこぎり） と本誌読者であれ

ば一度は使ったことがある身近な工具が網羅されて

います。

本書の最大の魅力は、 ベテラン作業者が無意識

に行っている 「手に伝わる感触」 や 「音の変化」 と

いった “勘どころ” を、 物理現象として言語化して

いる点にあります。 さらに、 文字だけでは伝わりにく

い工具の角度や力の方向が、 イラストで示されてい

るため、 初心者でも 「正しいフォーム」 を視覚的に

理解できます。 また、 「こうしなさい」 という指示だ

けでなく、 「こうすると、 こう壊れる」 という失敗のメ

カニズムが併記されている点も極めて実用的です。

最後に本書は、 新人の技術研修用テキストとして

はもちろん、 長年現場にいるベテランが自分の技術

を再確認し、 後輩に教える際の 「言葉」 を探すため

にも最適です。 「道具に使われる」 のではなく 「道

具を使いこなす」。 その境界線は、 道具の背後にあ

る原理への理解があるかどうかにあります。 本書を

読み終えたとき、 あなたの工具箱に眠る道具たちは、

昨日までとは違った 「頼もしい相棒」 に見えるはず

です。
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